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問�

　

岩
手
の
復
興･

創
生
を

図
る
上
で
大
き
な
役
割
が

期
待
さ
れ
る
、
東
北
横
断

自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の

全
線
開
通
が
平
成
30
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
横

軸
の
東
北
横
断
道
と
、
縦

軸
の
国
道
３
４
０
号
線
、

国
道
１
０
７
号
線
な
ど
が

結
節
す
る
ハ
ブ
機
能
の
特

性
を
持
つ
こ
と
と
な
る
遠

野
は
、
こ
れ
ら
を
活
か
し

た
広
域
的
な
物
流
拠
点
、

観
光
拠
点
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
市
長
の
考
え
は
。

答�

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、

東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。国
は
、

復
興
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
釜
石
秋
田
線
を
か
つ

て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
建
設

し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
般

国
道
３
４
０
号
立
丸
峠
工

区
は
、
県
の
復
興
支
援
道

路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　

地
理
的
、
地
勢
的
優
位

性
を
活
か
し
、
遠
野
の
果

た
す
役
割
を
さ
ら
に
明
確

に
し
て
い
く
。

問�

　

ス※

ト
ロ
ー
現
象
の
マ
イ

ナ
ス
面
が
心
配
さ
れ
る
。

ピ
ン
チ
に
な
る
の
か
、
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
活
か
す
の

か
、
大
き
く
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
。
ス※

ト
ッ
ク
効
果
を

よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る

た
め
の
取
り
組
み
、
及
び

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

答�

　

遠
野
東
工
業
団
地
の
拡

張
整
備
を
本
格
的
に
進
め

る
。

　

周
辺
の
沿
岸
地
域
市
町

村
を
一
つ
の
広
域
圏
と
捉

え
る
と
、
人
口
規
模
は
約

20
万
人
。
工
業
団
地
整
備

を
、
遠
野
を
含
め
た
周
辺

市
町
村
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
契
機
と
し

た
い
。

※
ス
ト
ロ
ー
現
象�

…

　

�

高
速
イ
ン
フ
ラ
が
ス
ト
ロ
ー

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、

地
方
の
消
費
力
を
大
都
市

が
吸
い
上
げ
て
し
ま
う
こ
と

※
ス
ト
ッ
ク
効
果�

…

　

�

整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
が

機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整

備
直
後
か
ら
継
続
的
に
中

長
期
に
わ
た
り
得
ら
れ
る
効

果(

安
全
・
安
心
効
果
、
生

活
の
質
の
向
上
効
果
、
生
産

性
向
上
効
果)

問�

　

特
別
支
援
学
校
の
通
学

に
際
し
、
家
庭
が
抱
え
る

負
担
は
大
き
い
。
子
育
て

家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
応
じ
た
経
済
的
・
社
会

的
支
援
を
実
現
し
、
苦
労

を
一
つ
ひ
と
つ
取
り
払
っ

て
こ
そ
〝
子
育
て
す
る
な

ら
遠
野
〟。
通
学
負
担
軽

減
策
を
早
急
に
講
じ
る
べ

き
で
は
。

答�

　
「
い※

っ
ぽ
い
っ
ぽ
の
会
」

総
会
に
出
席
し
、
保
護
者

か
ら
現
状
を
伺
っ
た
。
要

望
を
受
け
、
子
育
て
総
合

支
援
課
内
で
検
討
を
重

ね
、「
子
育
て
す
る
な
ら

遠
野
推
進
本
部
」
会
議
で

議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。

　

保
護
者
の
切
な
る
願
い

を
形
に
見
え
る
よ
う
に
す

る
。

※
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
の
会�

…

　

�

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
の
保
護
者
と
本
人
、

及
び
そ
の
支
援
者
の
会

高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
後
を
見
据
え
て

家
族
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

通
学
支
援
策
を

菊池 美也   議員
（政和クラブ）

一問一答方式

問�

　

平
成
20
年
度
以
降
の
収

支
は
大
変
厳
し
い
。
特
に

平
成
26
年
度
は
４
千
万
円

超
の
赤
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
善
策
と
し
て
「
経

営
３
カ
年
計
画
」
が
示
さ

れ
た
が
、
そ
の
取
り
組
み

状
況
と
成
果
は
。

答�

　

外
部
か
ら
招
い
た
地
域

経
営
改
革
担
当
部
長
の
指

導
の
も
と
、
現
状
の
洗
い

出
し
に
よ
る
経
営
分
析
を

行
い
、
①
風
の
丘
の
機
能

強
化
と
情
報
発
信
、
②
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

活
用
に
よ
る
案
内
力
の
向

上
、
③
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
、に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
営
業
成
果
が

徐
々
に
表
れ
る
も
の
の
、

観
光
客
の
減
少
傾
向
の
影

響
が
大
き
く
、
平
成
28
年

度
の
利
用
者
総
数
は

１
０
２
万
人
で
前
年
比

90
・
２
％
、
収
入
総
額

７
億
４
千
万
円
で
前
年
比

98
・
０
％
。
そ
れ
で
も
経

費
削
減
策
に
よ
り
収
支
は

８
１
８
万
円
の
黒
字
と
な

っ
た
。

問�

　

遠
野
風
の
丘
に（
仮
称
）

防
災
館
を
新
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
。

答�

　

平
常
時
に
は
バ
ス
利
用

者
な
ど
の
団
体
客
の
休
憩

と
食
事
の
で
き

る
機
能
と
し
、

ま
た
災
害
時
に

は
道
路
利
用
者

等
の
一
時
避
難

や
情
報
発
信
施

設
と
し
て
活
用

す
る
。

問�

　

結
の
市
（
イ

オ
ン
盛
岡
南

店
）
は
平
成
18

年
の
開
業
以
降

11
年
間
連
続
し

て
赤
字
状
態
で
あ
る
が
、

今
後
の
存
続
に
つ
い
て
。

答�

　

盛
岡
商
圏
か
ら
本
市
を

訪
れ
る
観
光
客
が
多
い
こ

と
か
ら
、
観
光
情
報
を
発

信
す
る
広
告
塔
の
役
割
を

担
う
た
め
今
後
も
存
続
さ

せ
た
い
。

問�

　

来
年
度
か
ら
米
の
生
産

調
整
（
減
反
）
の
廃
止
と
、

直
接
支
払
交
付
金
７
５
０

０
円
の
廃
止
に
よ
り
農
家

収
入
は
減
収
す
る
。
農
家

経
営
は
更
に
厳
し
さ
を
増

す
が
そ
の
対
策
は
。

答�

　

Ｊ
Ａ
花
巻
や
県
、
農
業

再
生
協
議
会
と
協
議
を
重

ね
、
遠
野
の
中
山
間
地
域

農
業
に
相
応
し
い
戦
略
を

早
急
に
打
ち
立
て
る
。

問�

　

新
本
庁
舎
の
完
成
に
よ

り
農
林
畜
産
業
に
携
わ
る

市
職
員
は
、
今
ま
で
の
分

散
配
置
か
ら
一
ケ
所
に
集

約
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
る
影
響
は
。

答�

　

職
員
数
の
減
少
に
伴
う

合
理
化
策
で
あ
る
が
、
職

員
間
の
組
織
の
壁
・
制
度

の
壁
・
意
識
の
壁
を
取
り

払
い
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
仕
事
を
す
る
こ

と
に
よ
り
結
果
を
出
し
た

い
。

佐々木大三郎  議員
（市民クラブ）

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
の

経
営
状
況
は

外
部
環
境
に
即
し
た

農
業
振
興
策
は

一問一答方式

結の市（イオン盛岡南店）残
さ
れ
る
の
は
氷
だ
け
？

お
い
し
い
部
分
は
吸
い
上
げ
ら
れ
る
？

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


